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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿の第１面及び第２面をそれぞれ読み取る第１及び第２の読取手段と、
　前記第１及び第２の読取手段のそれぞれから出力される画像データに対してＭＴＦ（Mo
dulation Transfer Function）特性の補正をＭＴＦ補正フィルタを用いて行うＭＴＦ補正
手段と、
　前記第１及び第２の読取手段がチャートを読み取ることより得られた画像データから、
前記第１及び第２の読取手段の各読取範囲における複数の領域それぞれのＭＴＦ特性値を
求め、該第１及び第２の読取手段の各読取範囲における複数の領域それぞれについて求め
られたＭＴＦ特性値に基づき該第１及び第２の読取手段の各読取範囲における複数の領域
に対して共通である基準ＭＴＦ特性値を決定し、該基準ＭＴＦ特性値と前記第１及び第２
の読取手段の各読取範囲における複数の領域それぞれについて求められたＭＴＦ特性値か
ら前記第１及び第２の読取手段の各読取範囲における複数の領域それぞれのＭＴＦ補正フ
ィルタのフィルタ係数を設定するフィルタ係数設定手段と、
を有し、
　前記ＭＴＦ補正手段は、前記設定されたフィルタ係数に基づき、前記画像データに対し
てＭＴＦ特性の補正を行うことを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
　前記複数の領域は、前記第１及び第２の読取手段の各読取範囲を、該第１及び第２の読
取手段の各主走査方向に沿って分割して得られた領域であることを特徴とする請求項１記
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載の画像読取装置。
【請求項３】
　前記複数の領域は、前記第１及び第２の読取手段の各読取範囲を、該第１及び第２の読
取手段の各副走査方向に沿って分割して得られた領域であることを特徴とする請求項１記
載の画像読取装置。
【請求項４】
　前記基準ＭＴＦ特性値は、前記第１及び第２の読取手段の各読取範囲における複数の領
域それぞれについて求められたＭＴＦ特性値の最小値であることを特徴とする請求項１乃
至３のいずれか１項に記載の画像読取装置。
【請求項５】
　前記ＭＴＦ特性値は、主走査方向および副走査方向のそれぞれについて求められ、
　前記基準ＭＴＦ補正値は、前記第１及び第２の読取手段の各読取範囲における複数の領
域それぞれについて求められた前記主走査方向のＭＴＦ特性値および前記副走査方向の特
性値に基づき、前記主走査方向および前記副走査方向のそれぞれについて求められ、
　前記ＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数は、前記主走査方向の基準ＭＴＦ補正値および
前記副走査方向の基準ＭＴＦ補正値と、前記第１及び第２の読取手段の各読取範囲におけ
る複数の領域それぞれについて求められた主走査方向のＭＴＦ特性値および前記副走査方
向のＭＴＦ特性値とから設定されることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記
載の画像読取装置。
【請求項６】
　前記フィルタ係数設定手段は、さらに、
　前記複数の領域それぞれのＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数を補間し、画像位置に応
じたフィルタ係数を算出することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の画
像読取装置。
【請求項７】
　前記フィルタ係数設定手段は、
　前記基準ＭＴＦ特性値と前記第１及び第２の読取手段の各読取範囲における複数の領域
それぞれについて求められたＭＴＦ特性値から前記第１及び第２の読取手段の各読取範囲
における複数の領域それぞれのＭＴＦ補正率を算出し、
　前記第１及び第２の読取手段の各読取範囲における複数の領域それぞれのＭＴＦ補正率
から前記第１及び第２の読取手段の各読取範囲における複数の領域それぞれのＭＴＦ補正
フィルタのフィルタ係数を設定することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記
載の画像読取装置。
【請求項８】
　前記フィルタ係数設定手段は、
　前記複数の領域それぞれのＭＴＦ補正率の差分から前記補間を制御することを特徴とす
る請求項７記載の画像読取装置。
【請求項９】
　原稿の第１面及び第２面をそれぞれ読み取る第１及び第２の読取部のそれぞれから出力
される画像データに対してＭＴＦ（Modulation Transfer Function）特性の補正を行うＭ
ＴＦ補正手段で使用されるＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数を設定するためのフィルタ
係数設定方法であって、
　前記第１及び第２の読取部でチャートを読み取ることより得られた画像データから、前
記第１及び第２の読取部の各読取範囲における複数の領域それぞれのＭＴＦ特性値を求め
、該第１及び第２の読取部の各読取範囲における複数の領域それぞれについて求められた
ＭＴＦ特性値に基づき該第１及び第２の読取部の各読取範囲における複数の領域に対して
共通である基準ＭＴＦ特性値を決定し、該基準ＭＴＦ特性値と前記第１及び第２の読取部
の各読取範囲における複数の領域それぞれについて求められたＭＴＦ特性値から、前記第
１及び第２の読取ステップの各読取範囲における複数の領域それぞれのＭＴＦ補正フィル
タのフィルタ係数を設定するフィルタ係数設定ステップと、
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を有することを特徴とするフィルタ係数設定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像読取装置及びフィルタ係数設定方法に関し、特に、両面原稿の第１面及
び第２面をそれぞれ読み取り、画像データとして出力する第１及び第２の読取手段と、該
第１及び第２の読取手段からそれぞれ出力される画像データに対してＭＴＦ特性の補正を
それぞれ行うための第１及び第２のＭＴＦ補正フィルタとを備えた画像読取装置及びフィ
ルタ係数設定方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複写機等に使用される画像読取装置には、所謂「流し読み」を行うものが知られ
ている（例えば、特許文献１参照）。この画像読取装置では、原稿搬送装置により原稿を
１ページずつ原稿台ガラス上に搬送し、その搬送路に固定された露光装置により原稿が露
光されて画像が読み取られる。
【０００３】
　また従来、画像読取部を２つ設けて、原稿の表裏を一度の搬送で読み取るようにして画
像読取速度を向上させた画像読取装置がある（例えば、特許文献２参照）。
【０００４】
　こうした原稿表裏を一度の搬送で読み取る画像読取装置には、ＣＣＤ（Charge Coupled
 Device）ラインセンサや縮小レンズを用いた縮小光学系と、密着型イメージセンサＣＩ
Ｓ（Contact Image Sensor）を用いた等倍光学系とを備える方式のものがある。こうした
画像読取装置では、ＭＴＦ（Modulation Transfer Function）特性や濃度特性に原稿の表
裏間で違いが発生する。このＭＴＦ特性とは、光学系を通して明暗の縞模様を結像したと
き、光学系の回折や収差によって明暗模様のコントラストが低下するが、その低下の度合
いを言う。明暗模様の周波数（空間周波数）が高くなるにつれてコントラストは大きく低
下する。
【０００５】
　また、上記の方式の画像読取装置では、連続画像や網点画像など、濃度再現方法が異な
る部分が混在する原稿の場合、若干のＭＴＦ特性の差により濃度差が顕著に現れる。
【０００６】
　さらに、原稿表裏の読み取りに同じタイプの光学系を使用した場合でも、光学系の各構
成要素の組み付けや分光特性の違い等により、同様に原稿の表裏間で読取特性に差が発生
する。
【０００７】
　こうした読取特性の差のうちＭＴＦ特性に関しては、従来、読取光学系の調整や、読み
取った画像データに対してＭＴＦフィルタ処理や平滑化フィルタ処理などを行う画像読取
装置がある（例えば、特許文献３参照）。この画像読取装置では、原稿流し読みや原稿固
定読みなどの読取モード間のＭＴＦ特性の差が低減される。
【特許文献１】特開２００１－２８５５９５号公報
【特許文献２】特開２００４－１８７１４４号公報
【特許文献３】特開２００１－１５７０５２号公報（特許番号３６６０１８０号）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献３に示されるように原稿固定読みや原稿流し読みなどの読取モ
ードによるフィルタ変更を行っても、ＭＴＦ特性が同一面内や表裏間で大きくばらついて
いる場合には、原稿表裏間でのＭＴＦ特性の厳密な合わせ込みはできない。そのため、同
一面内でのモアレや表裏間の色差の低減には限界があった。
【０００９】
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　本発明はこのような問題点に鑑みてなされたものであって、原稿の第１面および第２面
を読み取る際に、ＭＴＦ特性の同一面内ムラの低減を図るとともに、原稿の第１面および
第２面間のＭＴＦ特性の違いの低減を図る画像読取装置及びフィルタ係数設定方法を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、請求項１記載の発明によれば、原稿の第１面及び第２面を
それぞれ読み取る第１及び第２の読取手段と、前記第１及び第２の読取手段のそれぞれか
ら出力される画像データに対してＭＴＦ（Modulation Transfer Function）特性の補正を
ＭＴＦ補正フィルタを用いて行うＭＴＦ補正手段と、前記第１及び第２の読取手段がチャ
ートを読み取ることより得られた画像データから、前記第１及び第２の読取手段の各読取
範囲における複数の領域それぞれのＭＴＦ特性値を求め、該第１及び第２の読取手段の各
読取範囲における複数の領域それぞれについて求められたＭＴＦ特性値に基づき該第１及
び第２の読取手段の各読取範囲における複数の領域に対して共通である基準ＭＴＦ特性値
を決定し、該基準ＭＴＦ特性値と前記第１及び第２の読取手段の各読取範囲における複数
の領域それぞれについて求められたＭＴＦ特性値から前記第１及び第２の読取手段の各読
取範囲における複数の領域それぞれのＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数を設定するフィ
ルタ係数設定手段と、を有し、前記ＭＴＦ補正手段は、前記設定されたフィルタ係数に基
づき、前記画像データに対してＭＴＦ特性の補正を行うことを特徴とする画像読取装置が
提供される。
【００１１】
　また、請求項９記載の発明によれば、原稿の第１面及び第２面をそれぞれ読み取る第１
及び第２の読取部のそれぞれから出力される画像データに対してＭＴＦ（Modulation Tra
nsfer Function）特性の補正を行うＭＴＦ補正手段で使用されるＭＴＦ補正フィルタのフ
ィルタ係数を設定するためのフィルタ係数設定方法であって、前記第１及び第２の読取部
でチャートを読み取ることより得られた画像データから、前記第１及び第２の読取部の各
読取範囲における複数の領域それぞれのＭＴＦ特性値を求め、該第１及び第２の読取部の
各読取範囲における複数の領域それぞれについて求められたＭＴＦ特性値に基づき該第１
及び第２の読取部の各読取範囲における複数の領域に対して共通である基準ＭＴＦ特性値
を決定し、該基準ＭＴＦ特性値と前記第１及び第２の読取部の各読取範囲における複数の
領域それぞれについて求められたＭＴＦ特性値から、前記第１及び第２の読取ステップの
各読取範囲における複数の領域それぞれのＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数を設定する
フィルタ係数設定ステップと、を有することを特徴とするフィルタ係数設定方法が提供さ
れる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、原稿の第１面および第２面を読み取る際に、ＭＴＦ特性の同一面内ム
ラの低減を図るとともに、原稿の第１面および第２面間のＭＴＦ特性の違いの低減を図る
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について、図面を参照して説明する。
【００１６】
　〔第１の実施の形態〕
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る画像読取装置の構成を示す側面図である。こ
の画像読取装置は自動原稿給送装置を搭載している。また、図２は、図１に示す画像読取
装置で実行される両面原稿読取動作の手順を示すフローチャートである。以下、図１を参
照して画像読取装置の構成を説明すると共に、適宜、図２に示すステップを参照して、画
像読取装置で実行される両面原稿読取動作を説明する。
【００１７】



(5) JP 4829743 B2 2011.12.7

10

20

30

40

50

　図１において、１００は自動原稿給送装置である。１０１は原稿トレイであり、原稿１
０２を積載する。原稿トレイ１０１の上方には、給紙ローラ１０３が設けられている。給
紙ローラ１０３は、分離搬送ローラ１０４と同一駆動源に接続され、分離搬送ローラ１０
４の回転に連れて回転し、原稿１０２を給紙する（ステップＳ２０１）。
【００１８】
　給紙ローラ１０３は、通常、ホームポジションである上方の位置に退避しており、原稿
１０２のセット作業を阻害しないようになっている。給紙動作が開始されると、給紙ロー
ラ１０３は下降して原稿１０２の上面に当接する。給紙ローラ１０３は、図示しないアー
ムに軸支されているので、アームが揺動することにより上下に移動する。
【００１９】
　分離搬送従動ローラ１０５は、分離搬送ローラ１０４の対向側に配置されており、分離
搬送ローラ１０４側に押圧されている。分離搬送従動ローラ１０５は、分離搬送ローラ１
０４より僅かに摩擦が少ないゴム材等から形成されており、分離搬送ローラ１０４と協働
して、給紙ローラ１０３によって給紙される原稿１０２を１枚ずつ分離して給紙する。
【００２０】
　レジストローラ１０６およびレジスト従動ローラ１０７は、分離搬送ローラ１０４およ
び分離搬送従動ローラ１０５から給紙された原稿の先端を揃えるものである。すなわち、
分離搬送ローラ１０４および分離搬送従動ローラ１０５から送られた原稿の先端が、静止
したレジストローラ１０６およびレジスト従動ローラ１０７のニップ部に突き当てられる
。これによって、原稿にループが発生し、その先端が揃えられる。その後、レジストロー
ラ１０６およびレジスト従動ローラ１０７が回転し、リードローラ１０８およびリード従
動ローラ１０９が、原稿を流し読みガラス１１６に向けて搬送する。流し読みガラス１１
６の対向側には、プラテンローラ１１０が配置されている。
【００２１】
　流し読みガラス１１６上を通過する原稿の表面の画像情報は、画像読取装置１１７（第
１の画像読取部）のＣＣＤラインセンサ１２６にて読み取られる（ステップＳ２０２）。
ＣＣＤラインセンサ１２６での原稿の表面画像読み取りが終了すると、リード排出ローラ
１１１およびリード排出従動ローラ１１２が、原稿を密着型イメージセンサ（ＣＩＳ）１
２８側に搬送する。１１５は、流し読みガラス１１６からシート（原稿）をすくい上げる
ためのジャンプ台である。ＣＩＳ１２８には流し読みガラス１２９が設けられ、その対向
側には、プラテンローラ１２７が配置されている。
【００２２】
　流し読みガラス１２９上を通過する原稿の裏面の画像情報は、ＣＩＳ１２８（第２の画
像読取部）にて読み取られる（ステップＳ２０３）。ＣＩＳ１２８での原稿の裏面画像読
み取りが終了すると、排紙ローラ１１３が原稿を排紙トレイ１１４に排出する（ステップ
Ｓ２０４）。
【００２３】
　第１の画像読取部の画像読取装置１１７は、読取原稿面に対して光を照射するランプ１
１９と、原稿からの反射光をレンズ１２５およびＣＣＤラインセンサ１２６に導くミラー
１２０、１２１、１２２とを有する。ランプ１１９およびミラー１２０は、第１ミラー台
１２３に取り付けられている。また、ミラー１２１、１２２は、第２ミラー台１２４に取
り付けられている。
【００２４】
　ミラー台１２３、１２４は、ワイヤ（図示せず）によって駆動モータ（図示せず）と結
合され、駆動モータの回転駆動により原稿台ガラス１１８に沿って平行に移動される。原
稿からの反射光は、ミラー１２０、１２１、１２２を介してレンズ１２５に導かれ、レン
ズ１２５によってＣＣＤラインセンサ１２６の受光部に結像される。ＣＣＤラインセンサ
１２６は、結像した反射光を光電変換し、入射光量に応じた電気信号を出力する。
【００２５】
　第２の画像読取部のＣＩＳ１２８も同様に、原稿からの反射光を受光素子で光電変換し
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【００２６】
　上記構成を有する画像読取装置では、原稿固定読取モードおよび流し読みモードの２つ
のモードで原稿を読み取ることができる。原稿固定読取モードでは、原稿１０２を原稿台
ガラス１１８上に載置し、第１ミラー台１２３及び第２ミラー台１２４を副走査方向（図
中右方向）に移動させながら原稿を読み取る。流し読みモードでは、第１ミラー台１２３
及び第２ミラー台１２４を停止させた状態で、原稿搬送装置１００によって原稿１０２を
搬送させながら、流し読みガラス１１６の位置で原稿を読み取る。流し読みモードでは、
流し読みガラス１２９を介してＣＩＳ１２８により原稿１０２の裏面の画像情報を読み取
ることもできる。
【００２７】
　この流し読みモードを使用して、原稿の表面及び裏面の画像情報を読み取る際に、ＣＣ
Ｄラインセンサ１２６の読取特性とＣＩＳ１２８の読取特性との間の差は、濃度特性やＭ
ＴＦ特性の差として現れる。したがって、同じ原稿を表裏で読み取った場合でも、読取画
像に大きな違いが見られる場合がある。
【００２８】
　特に、オフセット印刷等が行われた原稿であって、網点で構成された画像からなる原稿
の場合、若干のＭＴＦ特性差が濃度差に顕著に現れる。また、この原稿がカラー原稿であ
る場合に、このようなＭＴＦ特性差が原稿表裏で存在すると、原稿の表裏間の色差として
現れる。さらに、原稿の同一面内でＭＴＦ特性がばらつくと、同一面内で濃度ムラや色ム
ラが発生して画像に悪影響を与える。
【００２９】
　したがって、原稿表裏画像を流し読みモードで表裏同時に読み取る場合の表裏間のＭＴ
Ｆ特性差、原稿の同一面内のＭＴＦ特性ムラを同時に低減するようにすれば、原稿同一面
内での色差だけではなく、原稿表裏間の色差も低減することが可能となる。
【００３０】
　以下、具体例を用いて、原稿表裏間のＭＴＦ特性差及び原稿同一面内のＭＴＦ特性ムラ
の低減方法について説明する。
【００３１】
　一般に、ＭＴＦ特性は、空間周波数とコントラスト（明暗比）との関係を表すものであ
る。すなわち、ある空間周波数を持つ画像（波状縞画像）を読み取り、得られた画像デー
タから再生された画像のコントラストを測定し、これを、対応の空間周波数と関連づける
。ＭＴＦ特性が低いと画像はぼやけ、ＭＴＦ特性が高いと画像の鮮鋭度が増すことになる
。
【００３２】
　ＭＴＦ特性を測定する際に用いられるＭＴＦ特性評価用チャートの例を図３に示す。図
３（Ａ）は、低い空間周波数をもつチャートの例であり、図３（Ｂ）は、高い空間周波数
をもつチャートの例である。
【００３３】
　例えば、複写機等の画像読取装置の解像度が６００ｄｐｉの場合、線数６［ｌｐ／ｍｍ
］のＭＴＦ特性評価用チャートを用いてＭＴＦ特性を測定する。ここで、［ｌｐ／ｍｍ］
は、ＭＴＦ特性評価用チャートに１ｍｍあたり何本の黒い線があるかを示す単位であり、
「ｌｐ」はｌｉｎｅ　ｐａｉｒの略である。
【００３４】
　使用するＭＴＦ特性評価用チャートの線数（チャート線数）は、下記式（１）を満たす
ものとする。
【００３５】
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【数１】

【００３６】
　なお、サンプリング定理より、１［ｌｐ／ｍｍ］の線が、ＣＣＤラインセンサ１２６の
最低４画素に渡って投影される必要があるため、上記式（１）において、原理的に測定で
きる限界値は４＊チャート線数［ｌｐ／ｍｍ］となる。
【００３７】
　つぎに、ＭＴＦ特性の測定法について説明する。
【００３８】
　図４は、ＭＴＦ特性測定時に使用するＭＴＦ特性評価用チャートの例を示す図である。
【００３９】
　図４において、４０１は、主走査方向のＭＴＦ特性を測定する際に使用される部分であ
り、４０２は、副走査方向のＭＴＦ特性を測定する際に使用される部分であり、４０３は
、白黒の基準を示す部分である。部分４０３において、白基準４０３ａは、チャートの下
地部分であり、黒基準４０３ｂは、チャートに記載される線を印刷している黒インクをベ
タ塗りしたものである。
【００４０】
　図５は、ＭＴＦ特性測定の手順を示すフローチャートである。
【００４１】
　まずステップＳ５０１では白基準・黒基準の検証を行う。すなわち、図４に示す部分４
０３の画像を読み取り、得られた白基準及び黒基準のヒストグラムに基づいて、画像読取
装置の読取設定を変更する。例えば図６（Ａ）、（Ｂ）に示すような黒基準及び白基準の
ヒストグラム（横軸が読取輝度、縦軸が、対応の読取輝度をもつ画素数）が得られた場合
、まず、それらから読取輝度の最大値、最小値をそれぞれ抜き出す。ここで、白基準の読
取輝度の最大値が２５５の場合、白基準の最大値が２５５以下となるように、画像読取装
置の読取設定を変更する。また、黒基準の読取輝度の最小値が０の場合、黒基準の最小値
が１以上になるように、画像読取装置の読取設定を変更する。
【００４２】
　そしてステップＳ５０２で、線数６［ｌｐ／ｍｍ］のＭＴＦ特性評価用チャートを読み
取る。すなわち、線数６［ｌｐ／ｍｍ］のＭＴＦ特性評価用チャートを読み取って、例え
ば図６（Ｃ）に示すようなヒストグラムが得られたとする。
【００４３】
　つぎのステップＳ５０３で、ＭＴＦ特性値を算出する。すなわち、例えば図６（Ｃ）に
示すようなヒストグラムが得られた場合、該ヒストグラムにおける最大値、最小値を抜き
出す。すなわち、２つの山が現れるため、読取輝度が大きい方の山のピーク値を最大値（
ｍａｘ）、小さい方の山のピーク値を最小値（ｍｉｎ）として抜き出す。
【００４４】
　そして、下記式（２）に基づき、ＭＴＦ特性値の算出を行う。
【００４５】
【数２】

【００４６】
　ただし、上記式（２）に基づくＭＴＦ特性値の算出は、画像読取装置のガンマ値が１．
０であることを条件とする。もし、画像読取装置のガンマ値が１．０以外の値である場合
には、下記式（３）に基づいて一度正規化を行った上で、上記式（２）を適用する必要が
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ある。
【００４７】
【数３】

【００４８】
　なお、ｇはガンマ値を表している。
【００４９】
　上記のＭＴＦ特性測定法は、図４に例示するような白黒のラインチャートを用いて行わ
れる測定法であり、正確にはＣＴＦ（Contrast Transfer Function）と呼ばれる。厳密な
ＭＴＦ特性測定法では、三角関数の正弦関数ｓｉｎで表される濃度周期を持つチャートを
用いて行われる。
【００５０】
　次に、画像読取装置で行なわれる画像処理について、図７を参照して説明する。
【００５１】
　図７は、図１に示す画像読取装置で行なわれる画像処理を、その流れに沿って機能ブロ
ックで示す図である。なお、画像読取装置は、図示を省略するが、ＣＰＵ，ＲＯＭ，ＲＡ
Ｍ、入出力装置とからなる情報処理装置を備えており、該情報処理装置が制御プログラム
を実行することにより、上記画像処理が行われる。
【００５２】
　ブロックＢ７０１ａ，ｂでは、ＣＣＤラインセンサ１２６およびＣＩＳ１２８でそれぞ
れ読み取られ画像データがアナログ信号としてそれぞれ出力される。これらのアナログ信
号は、ブロックＢ７０２ａ，ｂで、ディジタル信号にそれぞれ変換される。ディジタル信
号となった画像データは、ブロックＢ７０３ａ，ｂで、それぞれシェーディング補正され
る。
【００５３】
　シェーディング補正では、ＣＣＤラインセンサ１２６やＣＩＳ１２８等の撮像センサで
の読み取りにおいて発生する画像データの画素毎のばらつきを補正するために、次に説明
するように、画素毎にゲイン調整値、オフセット調整値を設定する。
【００５４】
　まず、自動原稿給送装置１００によりシェーディング白板を給送し、ランプ１１９を点
灯させて流し読みガラス１１６上に位置するシェーディング白板を照射し、ＣＣＤライン
センサ１２６により読み取る。これにより、第１の画像読取部側のシェーディングデータ
を得る。次に、シェーディング白板を流し読みガラス１１６上に移動し、ＣＩＳ１２８に
内蔵されている光源により、シェーディング白板を照射してＣＩＳ１２８により読み取る
。これにより、第２の画像読取部側のシェーディングデータを取得する。このようにして
得られたＣＣＤラインセンサ１２６及びＣＩＳ１２８の両シェーディングデータの各画素
値が、所定の目標値（例えば、輝度値２４５）になるように、ゲイン値を画素毎に調整す
る。こうして得られたゲイン調整値をシェーディング補正データとしてそれぞれ記憶して
おく。
【００５５】
　続いて、ＣＣＤラインセンサ１２６およびＣＩＳ１２８の各ランプを消灯した状態で、
ＣＣＤラインセンサ１２６およびＣＩＳ１２８から出力されるデータを取得する。そして
該データの各画素値（黒オフセット値）が所定の目標値（例えば、輝度値５）になるよう
に、画素ごとにオフセット調整を行う。こうして得られたオフセット調整値をシェーディ
ング補正データとしてそれぞれ記憶しておく。
【００５６】
　このように記憶されたシェーディング補正データを用いて、ブロックＢ７０３ａ，ｂで
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は、ＣＣＤラインセンサ１２６やＣＩＳ１２８から得られた通常の画像データに対してシ
ェーディング補正をそれぞれ施す。
【００５７】
　ブロックＢ７０４では、シェーディング補正が行われた両画像データに基づいて、ＭＴ
Ｆ特性補正に使用するＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数の算出を行う。このフィルタ係
数の算出方法については、図１１を参照して後述する。
【００５８】
　ブロックＢ７０５ａ，ｂでは、ブロックＢ７０４で算出されたフィルタ係数を用いて、
シェーディング補正後の画像データに対して、ＭＴＦ特性補正をそれぞれ行う。この補正
により、原稿の同一面内のみならず、原稿表裏についても、ＭＴＦ特性差が低減できるよ
うになる。このようにして補正された画像データは、ブロックＢ７０６で、画像形成部に
それぞれ送られる。
【００５９】
　つぎに、上記ＭＴＦ特性補正に使用するＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数の算出方法
と該方法による補正効果について説明する。
【００６０】
　図８は、主走査方向に沿って画像領域を３分割したＭＴＦ特性評価用チャートを示す図
である。
【００６１】
　このチャートでは、画像領域が主走査方向に沿って３分割され、左領域、中央領域、右
領域から構成され、各領域は、図４に示すＭＴＦ特性評価用チャートとそれぞれ同じ構成
である。読み取りは、図８に示す矢印方向に行われる。
【００６２】
　図９は、図８に示すＭＴＦ特性評価用チャートを用いて、ＣＣＤラインセンサ及びＣＩ
Ｓ搭載の画像読取装置のＭＴＦ特性を測定した結果を示す図である。なお、ここで用いた
ＭＴＦ特性評価用チャートは、６［ｌｐ／ｍｍ］のＭＴＦ特性評価用チャートである。
【００６３】
　図９は、ＣＣＤラインセンサが、図８に示すＭＴＦ特性評価用チャートの左領域、中央
領域、右領域を主走査方向および副走査方向に沿って移動して読み取って得られたＭＴＦ
特性値を示す。また、ＣＩＳが、図８に示すＭＴＦ特性評価用チャートの左領域、中央領
域、右領域を主走査方向および副走査方向に沿って移動して読み取って得られたＭＴＦ特
性値を示す。
【００６４】
　図９に示すＭＴＦ特性値から分かるように、同一面内（左領域、中央領域、右領域の相
互間）ではＭＴＦ特性ムラが発生し、また、表裏間（ＣＣＤラインセンサ、ＣＩＳの相互
間）ではＭＴＦ特性差が発生している。
【００６５】
　同一面内でのＭＴＦ特性ムラは、図１０に示すように、調整位置によりＭＴＦ特性値が
大きく変動することに起因して発生する。図１０は、調整位置および走査方向に対するＭ
ＴＦ特性値の変化を示すグラフである。また、同一面内でのＭＴＦ特性ムラは、ＣＣＤラ
インセンサを使用する縮小光学系では、縮小レンズの影響によって主走査方向の端部でＭ
ＴＦ特性値が低下しやすいことに起因して発生する。また、ＣＩＳを使用する等倍光学系
では、ＳＬＡ（セルフォックレンズアレイ）の調整位置により、レンズのピント位置が大
きく変わるために、ＭＴＦ特性が変動しやすく、これによって同一面内でのＭＴＦ特性ム
ラが発生する。
【００６６】
　上記の理由で発生する同一面内ＭＴＦ特性ムラや、表裏間のＭＴＦ特性差を低減するた
めに、ＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数を同一面内で切り替えるようにする。これを、
以下に説明する。
【００６７】
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　図１１は、ＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数を算出する算出処理の手順を示すフロー
チャートである。なお、この処理は、図７に示すブロックＢ７０４で行われる処理に相当
する。
【００６８】
　ステップＳ１１０１では、原稿表裏の主走査方向および副走査方向の各領域で基準とな
るＭＴＦ特性値を選択する。
【００６９】
　ここでは、各領域で最小となるＭＴＦ特性値を選択することにする。例えば、図９に示
すＭＴＦ特性値の場合、主走査方向ではＣＩＳ側の中央領域の６０％を選択し、副走査方
向ではＣＣＤラインセンサ側の中央領域の５３％を選択する。
【００７０】
　なお、ここでは基準ＭＴＦ特性値として、表裏で最小となる値を選択したが、この基準
ＭＴＦ特性値には任意の値を指定するようにしてもよい。また、主走査方向のＭＴＦ特性
値の平均値等を選択するようにしてもよい。
【００７１】
　ステップＳ１１０２では、下記式（４）に基づいて、各領域でのＭＴＦ補正率を算出す
る
【００７２】
【数４】

【００７３】
　図１２は、図９に示すＭＴＦ特性値に基づいて、上記式（４）に従って算出された各領
域でのＭＴＦ補正率を示す図である。
【００７４】
　ステップＳ１１０３では、ステップＳ１１０２で算出されたＭＴＦ補正率を実現するた
めのＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数（補正係数）を算出する。
【００７５】
　図１３は、ＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数の例を示す図である。
【００７６】
　なお、ＭＴＦ補正フィルタにはスムージングフィルタ（ＬＰＦ：ローパスフィルタ）、
あるいはエッジ強調フィルタ（ＨＰＦ：ハイパスフィルタ）が一般的に用いられる。スム
ージングフィルタやエッジ強調フィルタのフィルタ係数の導出方法は、他の文献（例えば
、「Ｃ言語で学ぶ実践ディジタル映像処理」井上誠喜ほか著オーム社刊）に詳細に記載さ
れているため、ここではその説明を省略する。
【００７７】
　ステップＳ１１０４では、下記式（５）に基づき、各領域間におけるＭＴＦ補正フィル
タのフィルタ係数の線形補間演算を行う。
【００７８】
【数５】

【００７９】
　ここで、ＰＯＩＮＴ１ＤＡＴＡ、ＰＯＩＮＴ２ＤＡＴＡは、フィルタ係数の切替ポイン
ト１、切替ポイント２での５×５フィルタ計算後の各データ値、ＰＯＩＮＴは、切替ポイ
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ント１から対象画素までの画素数、ＷＩＤＴＨは、切替ポイント１から切替ポイント２ま
での画素数である。
【００８０】
　図１４は、ＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数（補正係数）を主走査方向に沿って切り
替えた際のＭＴＦ補正率変化を示す図である。
【００８１】
　各画素に対して、上記式（５）で算出される線形補間後のフィルタ係数（補正係数）を
各切替ポイントまで連続して適応し、これによって、ＭＴＦ特性の急激な変化によるモア
レや画像スジなどを解消することができる。
【００８２】
　図１５は、図９に示す補正値に対して、図１１に示す算出処理によって算出されたフィ
ルタ係数を用いてＭＴＦ特性補正を行って得られたＭＴＦ補正値を示す図である。
【００８３】
　図１５によれば、ほぼ目標通りの補正ができていることがわかる。
【００８４】
　このように、同一面内のＭＴＦ特性ムラ及び表裏間のＭＴＦ特性差を低減することによ
り、モアレの発生パターンや同一面内濃度（色）ムラを同一面内で目立たなくすることが
でき、かつ、原稿の表裏間でもその差を低減できる。
【００８５】
　上記の実施の形態では、ＭＴＦ特性評価用チャートが主走査方向に沿って均等に３分割
されているが、ＭＴＦ特性のより厳密な合わせ込みを行うには、主走査方向に沿って５分
割、７分割、・・・と分割数を増やすようにすればよい。
【００８６】
　また、副走査方向に沿ってのＭＴＦ特性評価用チャートの分割も、主走査方向に沿った
分割と同様に考えればよい。例えば図１６は、主走査方向及び副走査方向に沿って、それ
ぞれ３分割したＭＴＦ特性評価用チャートを示す図である。
【００８７】
　さらに、カラー原稿については、該カラー原稿をＲＧＢの３色の原稿に分割し、各色の
原稿に対して、上記のＭＴＦ特性補正をそれぞれ行えばよい。
【００８８】
　なお、原稿の表裏を読み取る際に、ＣＩＳを用いず、２つのＣＣＤラインセンサを使用
した場合、該センサだけでなく、読取光学系の各構成要素（ランプ、ミラー、レンズ等）
の特性にばらつきがある。また、該構成要素の製造工程での６軸調整等の調整には限界が
ある。したがって、原稿表裏を読み取るのにＣＣＤラインセンサとＣＩＳとを用いた場合
と同様に、原稿の同一面内または原稿表裏間にＭＴＦ特性の差が生じるため、こうした場
合にも上記のＭＴＦ特性補正が有効である。
【００８９】
　〔第２の実施の形態〕
　次に、本発明の第２の実施の形態を説明する。
【００９０】
　第２の実施の形態の構成は、基本的に第１の実施の形態の構成と同じであるので、第２
の実施の形態の説明においては、第１の実施の形態の構成と同一部分には同一の参照符号
を付して、第１の実施の形態の説明を流用し、異なる部分だけを説明する。
【００９１】
　第２の実施の形態では、第１の実施の形態におけるＭＴＦ特性補正をリアルタイムで行
う場合に処理装置に生じる負荷を低減するようにしている。
【００９２】
　一般に、ＭＴＦ補正率どうしが近似する場合、対応するＭＴＦ補正フィルタのフィルタ
係数どうしも近似する。その互いに近似したフィルタ係数に対して線形補間演算を行って
も、ほぼ同一のフィルタ係数が得られるだけで、線形補間演算の実行は無駄である。
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【００９３】
　そこで、ＭＴＦ補正率どうしが近似する場合、該近似の度合いが高ければ、線形補間演
算を行わないようにし、これによって、線形補間演算の無駄な実行をなくせ、処理装置の
負荷を低減できる。
【００９４】
　ここで、ＭＴＦ補正率どうしの近似の度合いとして、ＭＴＦ補正率の差を用いる。ＭＴ
Ｆ補正率の差を、例えば０％～３％、３％～５％、５％以上の３つの範囲に分類する。
【００９５】
　図１７～図１９は、図８に示す左領域、中央領域、右領域における各ＭＴＦ補正率の差
を、０％～３％、３％～５％、５％以上の３つの範囲のいずれかに分類するための分類処
理の手順を示すフローチャートである。
【００９６】
　図１７および図１８において、Ｌは、図８に示す左領域におけるＭＴＦ補正率を表し、
同様に、Ｃは、中央領域におけるＭＴＦ補正率を、Ｒは、右領域におけるＭＴＦ補正率を
表す。
【００９７】
　まず、図１７のステップＳ１７０１において、図８に示す左領域、中央領域、右領域に
おける各ＭＴＦ補正率の差|Ｌ－Ｃ|、|Ｌ－Ｒ|、|Ｃ－Ｒ|を算出する。
【００９８】
　そしてステップＳ１７０２，Ｓ１７０３において、ＭＴＦ補正率の差|Ｌ－Ｃ|が、０％
～３％、３％～５％、５％以上の３つの範囲のいずれにあるかを判別する。その結果、差
|Ｌ－Ｃ|が０％～３％の範囲にあるならば、ステップＳ１７０４へ進み、３％～５％の範
囲にあるならば、ステップＳ１７０５へ進み、５％以上の範囲にあるならば、ステップＳ
１７０６へ進む。
【００９９】
　ステップＳ１７０４では、分類処理フロー２-１を実行し、ステップＳ１７０５では、
分類処理フロー２-２を実行し、ステップＳ１７０６では、分類処理フロー２-３を実行す
る。
【０１００】
　分類処理フロー２-１，２－２，２－３のいずれの場合でも、図１８および図１９に示
す分類処理フロー２を実行する。
【０１０１】
　図１８のステップＳ１８０１，Ｓ１８０２において、ＭＴＦ補正率の差|Ｌ－Ｒ|が、０
％～３％、３％～５％、５％以上の３つの範囲のいずれにあるかを判別する。その結果、
差|Ｌ－Ｒ|が０％～３％の範囲にあるならば、ステップＳ１８０３へ進み、３％～５％の
範囲にあるならば、ステップＳ１８０５へ進み、５％以上の範囲にあるならば、ステップ
Ｓ１８０７へ進む。
【０１０２】
　つぎにステップＳ１８０３，Ｓ１８０４において、ＭＴＦ補正率の差|Ｃ－Ｒ|が、０％
～３％、３％～５％、５％以上の３つの範囲のいずれにあるかを判別する。その結果、差
|Ｃ－Ｒ|が０％～３％の範囲にあるならば、ステップＳ１８０９へ進み、３％～５％の範
囲にあるならば、ステップＳ１８１０へ進み、５％以上の範囲にあるならば、ステップＳ
１８１１へ進む。
【０１０３】
　ステップＳ１８０５，Ｓ１８０６でも、ＭＴＦ補正率の差|Ｃ－Ｒ|が、０％～３％、３
％～５％、５％以上の３つの範囲のいずれにあるかを判別する。その結果、差|Ｃ－Ｒ|が
０％～３％の範囲にあるならば、ステップＳ１８０１２へ進み、３％～５％の範囲にある
ならば、ステップＳ１８１３へ進み、５％以上の範囲にあるならば、ステップＳ１８１４
へ進む。
【０１０４】
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　ステップＳ１８０７，Ｓ１８０８でも、ＭＴＦ補正率の差|Ｃ－Ｒ|が、０％～３％、３
％～５％、５％以上の３つの範囲のいずれにあるかを判別する。その結果、差|Ｃ－Ｒ|が
０％～３％の範囲にあるならば、ステップＳ１８０１５へ進み、３％～５％の範囲にある
ならば、ステップＳ１８１６へ進み、５％以上の範囲にあるならば、ステップＳ１８１７
へ進む。
【０１０５】
　ステップＳ１８０９～Ｓ１８１７では、ＭＴＦ補正率の差|Ｌ－Ｒ|、|Ｃ－Ｒ|の組み合
わせを、範囲１～９にそれぞれ分類し、本分類処理を終了する。
【０１０６】
　図２０は、図８に示す左領域、中央領域、右領域における各ＭＴＦ補正率が、隣接領域
のＭＴＦ補正率との間にある関係を示す図である。
【０１０７】
　図２０（Ａ）は、３領域の各ＭＴＦ補正率が互いに大きく異なり、同じＭＴＦ補正率の
ＭＴＦ補正フィルタを使用できない関係を示す。この関係では、ＭＴＦ補正フィルタのフ
ィルタ係数の線形補間演算を各領域間で行うようにする。この結果、処理装置の負荷は大
となる。
【０１０８】
　図２０（Ｂ）、（Ｃ）は、３領域のうち２領域の各ＭＴＦ補正率が互いにほぼ同じ値で
あり、同じＭＴＦ補正率のＭＴＦ補正フィルタを使用できる関係を示す。この関係では、
ＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数の線形補間演算を領域１と領域２との間のみ行うよう
にする。この結果、処理装置の負荷を、図２０（Ａ）の関係に比べ、低減できる。
【０１０９】
　図２０（Ｄ）は、３領域に亘ってＭＴＦ補正率が、例えば左から右へ９０％、８０％、
７０％のように線形的に変化する関係を示す。この関係では、ＭＴＦ補正フィルタのフィ
ルタ係数として、最大値および最小値だけを指定すればよいが、フィルタ係数の線形補間
演算は全領域で行う必要があるため、処理装置の負荷が最大となる。
【０１１０】
　図２０（Ｅ）は、３領域に亘ってＭＴＦ補正率が互いにほぼ同じ値であり、同じＭＴＦ
補正率のＭＴＦ補正フィルタを使用できる関係を示す。この関係では、ＭＴＦ補正フィル
タのフィルタ係数の線形補間演算を行う必要がなく、処理装置の負荷を最小にできる。
【０１１１】
　図２１は、図１７～図１９に示す分類処理によって決定された範囲１～９と、図２０に
示すＭＴＦ補正率の領域間関係との対応を示す図である。
【０１１２】
　すなわち、図１７のステップＳ１７０４に至った上で（ＭＴＦ補正率の差|Ｌ－Ｃ|が０
％～３％の範囲にある）、図１８の分類処理フロー２を実行した場合には、図２１（Ａ）
が適用される。また、図１７のステップＳ１７０５に至った上で（ＭＴＦ補正率の差|Ｌ
－Ｃ|が３％～５％の範囲にある）、図１８の分類処理フロー２を実行した場合には、図
２１（Ｂ）が適用される。また、図１７のステップＳ１７０６に至った上で（ＭＴＦ補正
率の差|Ｌ－Ｃ|が５％以上の範囲にある）、図１８の分類処理フロー２を実行した場合に
は、図２１（Ｃ）が適用される。
【０１１３】
　図２１（Ａ）～（Ｃ）では、図１８の分類処理フロー２を実行した結果、分類された範
囲に応じて、図２０（Ａ）～（Ｅ）に示すＭＴＦ補正率の領域間関係のうちのいずれかが
決定される。この決定されたＭＴＦ補正率の領域間関係に従って、ＭＴＦ補正フィルタの
フィルタ係数の線形補間演算を実行するか否かを決定する。
【０１１４】
　なお、図２１に示す「領域間関係」欄における「－」は、図２０（Ａ）～（Ｅ）に示す
ＭＴＦ補正率の領域間関係のいずれにも決定されないことを表している。
【０１１５】
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　図２２は、図２０（Ｂ）の領域間関係において、ＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数（
補正係数）を主走査方向に沿って切り替えた際のＭＴＦ補正率変化を示す図である。
【０１１６】
　図２３は、図２０（Ｃ）の領域間関係において、ＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数（
補正係数）を主走査方向に沿って切り替えた際のＭＴＦ補正率変化を示す図である。
【０１１７】
　図２４は、図２０（Ｄ）の領域間関係において、ＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数（
補正係数）を主走査方向に沿って切り替えた際のＭＴＦ補正率変化を示す図である。
【０１１８】
　図２５は、図２０（Ｅ）の領域間関係において、ＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数（
補正係数）を主走査方向に沿って切り替えた際のＭＴＦ補正率変化を示す図である。
【０１１９】
　以上のように、第２の実施の形態では、ＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数の線形補間
演算を行うか否かを、ＭＴＦ補正率の領域間関係によって決定するようにしており、これ
によって、処理装置の負荷が自動的に減少される。
【０１２０】
　また、第２の実施の形態では、ＭＴＦ特性評価用チャートが主走査方向に沿って３分割
されている場合を例に挙げて説明したが、ＭＴＦ特性評価用チャートが副走査方向に沿っ
て分割されている場合も、本発明を適用することができる。
【０１２１】
　〔他の実施の形態〕
　本発明の目的は、以下の処理を実行することによって達成される。即ち、上述した各実
施の形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコードを記録した記憶媒体を、シス
テム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰ
Ｕ等）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読み出す処理である。
【０１２２】
　この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が前述した各実施の形態の
機能を実現することになり、そのプログラムコード及び該プログラムコードを記憶した記
憶媒体は本発明を構成することになる。
【０１２３】
　また、プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、次のものを用いることが
できる。例えば、フロッピー（登録商標）ディスク、ハードディスク、光磁気ディスク、
ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＡＭ、ＤＶＤ－ＲＷ
、ＤＶＤ＋ＲＷ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ等である。または、プロ
グラムコードをネットワークを介してダウンロードしてもよい。
【０１２４】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、上記各実施
の形態の機能が実現される場合も本発明に含まれる。加えて、そのプログラムコードの指
示に基づき、コンピュータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）等が実際
の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した各実施の形態の機能が実現さ
れる場合も含まれる。
【０１２５】
　更に、前述した各実施の形態の機能が以下の処理によって実現される場合も本発明に含
まれる。即ち、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入され
た機能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込
まれる。その後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張
ユニットに備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部または全部を行う場合である。
【図面の簡単な説明】
【０１２６】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る画像読取装置の構成を示す側面図である。
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【図２】図１に示す画像読取装置で実行される両面原稿読取動作の手順を示すフローチャ
ートである。
【図３】ＭＴＦ特性を測定する際に用いられるＭＴＦ特性評価用チャートの例を示す図で
ある。
【図４】ＭＴＦ特性測定時に使用するＭＴＦ特性評価用チャートの例を示す図である。
【図５】ＭＴＦ特性測定の手順を示すフローチャートである。
【図６】図４に示すＭＴＦ特性評価用チャートを読み取って得られたヒストグラムを示す
図である。
【図７】図１に示す画像読取装置で行なわれる画像処理を、その流れに沿って機能ブロッ
クで示す図である。
【図８】主走査方向に沿って画像領域を３分割したＭＴＦ特性評価用チャートを示す図で
ある。
【図９】図８に示すＭＴＦ特性評価用チャートを用いて、ＣＣＤラインセンサ及びＣＩＳ
搭載の画像読取装置のＭＴＦ特性を測定した結果を示す図である。
【図１０】調整位置および走査方向に対するＭＴＦ特性値の変化を示すグラフである。
【図１１】ＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数を算出する算出処理の手順を示すフローチ
ャートである。
【図１２】図９に示すＭＴＦ特性値に基づいて算出された各領域でのＭＴＦ補正率を示す
図である。
【図１３】ＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数の例を示す図である。
【図１４】ＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数（補正係数）を主走査方向に沿って切り替
えた際のＭＴＦ補正率変化を示す図である。
【図１５】図９に示す補正値に対して、図１１に示す算出処理によって算出されたフィル
タ係数を用いてＭＴＦ特性補正を行って得られたＭＴＦ補正値を示す図である。
【図１６】主走査方向及び副走査方向に沿って、それぞれ３分割したＭＴＦ特性評価用チ
ャートを示す図である。
【図１７】図８に示す左領域、中央領域、右領域における各ＭＴＦ補正率の差を、０％～
３％、３％～５％、５％以上の３つの範囲のいずれかに分類するための分類処理の手順を
示すフローチャート（１／３）である。
【図１８】図８に示す左領域、中央領域、右領域における各ＭＴＦ補正率の差を、０％～
３％、３％～５％、５％以上の３つの範囲のいずれかに分類するための分類処理の手順を
示すフローチャート（２／３）である。
【図１９】図８に示す左領域、中央領域、右領域における各ＭＴＦ補正率の差を、０％～
３％、３％～５％、５％以上の３つの範囲のいずれかに分類するための分類処理の手順を
示すフローチャート（３／３）である。
【図２０】図８に示す左領域、中央領域、右領域における各ＭＴＦ補正率が、隣接領域の
ＭＴＦ補正率との間にある関係を示す図である。
【図２１】図１７～図１９に示す分類処理によって決定された範囲１～９と、図２０に示
すＭＴＦ補正率の領域間関係との対応を示す図である。
【図２２】図２０（Ｂ）の領域間関係において、ＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数（補
正係数）を主走査方向に沿って切り替えた際のＭＴＦ補正率変化を示す図である。
【図２３】図２０（Ｃ）の領域間関係において、ＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数（補
正係数）を主走査方向に沿って切り替えた際のＭＴＦ補正率変化を示す図である。
【図２４】図２０（Ｄ）の領域間関係において、ＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数（補
正係数）を主走査方向に沿って切り替えた際のＭＴＦ補正率変化を示す図である。
【図２５】図２０（Ｅ）の領域間関係において、ＭＴＦ補正フィルタのフィルタ係数（補
正係数）を主走査方向に沿って切り替えた際のＭＴＦ補正率変化を示す図である。
【符号の説明】
【０１２７】
　１００　自動原稿給送装置
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　１１６　流し読みガラス
　１１７　画像読取装置（第１の画像読取部）
　１２６　ＣＣＤラインセンサ
　１２８　ＣＩＳ（第２の画像読取部）
　１２９　流し読みガラス
　Ｂ７０１ａ，ｂ　ＣＣＤブロック（第１及び第２の読取手段）
　Ｂ７０２ａ，ｂ　Ａ／Ｄ変換ブロック
　Ｂ７０３ａ，ｂ　シェーディング補正ブロック
　Ｂ７０４　ＭＴＦ補正演算ブロック（フィルタ係数設定手段、補正制御手段）
　Ｂ７０５ａ，ｂ　ＭＴＦ補正ブロック（第１及び第２のＭＴＦ補正フィルタ）
　Ｂ７０６　画像形成装置への送信ブロック

【図１】

【図２】

【図５】
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